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1. 事業の目的 

 

製革業界は、中小零細企業からなる業界であり、経営基盤は極めて脆弱で厳しい経営環境

が続いている。それを打開するために、業界の振興・発展を目的とする特別対策自主事業（百

貨店連携事業等）を行う。 

 

2. 令和 2 年度事業の概要 

令和 2 年度においては、以下の事業を基軸に、日本産革の PR 及び普及活動を行った。 

 

2.1. 全国百貨店とのコラボイベント事業 

「全国の百貨店とのコラボイベント事業」（以下『百貨店連携事業』と呼ぶ）においては、

高松三越（香川県高松市内町 7-1：店舗面積 26,948 m2）、池袋東武（東京都豊島区西池袋 1-

1-25：店舗面積 82,963 m2）、静岡伊勢丹（静岡県静岡市葵区呉服町 1-7：店舗面積 22,968 

m2）新潟伊勢丹（新潟県新潟市中央区八千代 1-6-1：店舗面積 24,348 m2）、小倉井筒屋（福

岡県北九州市小倉北区船場町 1-1：店舗面積 65,770 m2）、そごう横浜店（神奈川県横浜市西

区高島 2-18-1：店舗面積 85,836 m2）、福屋広島駅前店（広島県広島市南区松原町 9-1：店

舗面積 40,825 m2）の 7 か所で実施した。 

5 月に開催を予定していたトキハ百貨店（大分県大分市府内町 2 丁目 1 番 4 号：店舗面

積 64,505 m2）及びうすい百貨店（福島県郡山市中町 13 番 1 号：店舗面積 31,500 m2）は、

緊急事態宣言及び期間延長のため開催を中止とした。 

また、7 月に開催を予定していたエキュート東京（東京都千代田区丸の内 1 丁目 9-1：店

舗面積 730 m2）は、東京都内の急激な新型コロナウイルス感染拡大のため開催を中止とし

た。 

開催期間は以下の通りである。 

 

百貨店 開催期間 

トキハ百貨店 令和 2 年 5 月 7 日（木）～5 月 12 日（火）（6 日間）※開催中止 

うすい百貨店 令和 2 年 5 月 20 日（水）～6 月 2 日（火）（14 日間）※開催中止

エキュート東京 令和 2 年 7 月 13 日（月）～7 月 26 日（日）（14 日間）※開催中止

高松三越 令和 2 年 8 月 25 日（火）～8 月 30 日（日）（6 日間） 

池袋東武 令和 2 年 9 月 24 日（木）～9 月 29 日（火）（6 日間） 

静岡伊勢丹 令和 2 年 9 月 30 日（水）～10 月 5 日（月）（6 日間） 

新潟伊勢丹 令和 2 年 10 月 7 日（水）～10 月 15 日（木）（9 日間） 

小倉井筒屋 令和 2 年 11 月 11 日（水）～11 月 17 日（火）（7 日間） 

そごう横浜店 令和 2 年 11 月 25 日（水）～11 月 30 日（月）（6 日間） 

福屋広島駅前店 令和 3 年 2 月 18 日（木）～2 月 23 日（火・祝）（6 日間） 
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2.2. PR 展示 

「日本革市」会場内に革に関する装飾展示物を設置し、一般消費者・来場者に国産天然皮

革の魅力をダイレクトに訴求。 

 

2.2.1. 「革三大産地」展示 

 
 

 

2.2.2. 「製品と革素材のコラボ」展示 
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2.2.3. デジタルサイネージ 

 
 

 

2.2.4. ジャパンレザープライドタグ紹介 
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2.3. 新型コロナウイルス 

今年度は年間 10 回の日本革市の開催を予定していたが、5 月に開催を予定していたトキ

ハ百貨店、うすい百貨店は緊急事態宣言と期間延長のため中止、７月に開催を予定していた

エキュート東京は急激な感染者拡大により開催を中止とした。 

8 月に開催した高松三越以降の日本革市においては、国、地方自治体、小売団体の感染防

止対策を参照し、「日本革市」独自の『新型コロナウイルス感染防止対策に関する業務ガイ

ドライン』を作成し感染対策を徹底した上で開催した。 

 

2.3.1. 新型コロナウイルストピックと「日本革市」の動向 

［全国の感染者数推移］ 
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2020年1月15日朝刊 8面より抜粋

①高松三越 8/25～8/30 

②池袋東武 9/24～9/29 

●革市ガイドライン策定

★エキュート東京 開催中止 

★トキハ百貨店 開催中止 
★うすい百貨店 開催中止 

⑤小倉井筒屋 
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⑦福屋広島駅前店 2/18～2/23 

⑥そごう横浜店 11/25～11/30

期
間
延
長 

厚生労働省「新型コロナウイルス感染症について」オープンデータより作成 
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2.3.2. 新型コロナウイルス感染防止対策に関する業務ガイドライン 

日本革市事業において新型コロナウイルス感染拡大を防止するため、防疫対策の基準な

どを示した「小売業の店舗における新型コロナウイルス感染症 感染拡大予防ガイドライン」※

に基づき、『新型コロナウイルス感染防止対策に関する業務ガイドライン』（以下、業務ガイ

ドライン）を策定し、政府、地方自治体の動向を注視しながら実施した。 

具体的には、基本的な感染防止対策である、ⅰ）身体的距離の確保、ⅱ）マスクの着用、

ⅲ）手洗い・手指消毒に取り組むとともに、会場内においては、身体的距離の確保、清掃・

消毒の実施、接触感染・飛沫感染の防止、換気の徹底、展示陳列等の工夫、会場内の混雑緩

和に関する取組を行った。 

また、開催百貨店には事前に業務ガイドラインをご説明し、「感染防止対策事前チェック

リスト」をご提出いただき感染防止対策の徹底をお願いした。出展社、施工スタッフ、PR

支援員の方々には業務ガイドラインをお送りし、開催 2 週間前から最終日まで毎朝検温と

健康観察を行っていただいた。 
 

※5 月 4 日の新型コロナウイルス感染症対策専門家会議「新型コロナウイルス感染症対策の状況分析・提言」において、

「業界団体等が主体となり、また、同業種だけでなく他業種の好事例等の共有なども含め、業種ごとに感染拡大を予防

するガイドライン等を作成し、業界をあげてこれを普及し、現場において、試行錯誤をしながら、また創意工夫をしな

がら実践していただくことを強く求めたい」とされたことを受けて、小売業関連 12 団体が連名で公表したガイドライ

ン。   

 

新型コロナウイルス感染防止対策に関する 

業務ガイドライン（表紙） 

検温及び健康観察調査票 
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3. 事業結果 

3.1. 全国百貨店とのコラボイベント事業 

3.1.1. トキハ百貨店とのコラボイベント事業（開催中止） 

 

開催期間 ：令和 2 年 5 月 7 日（木）～5 月 12 日（火）6 日間 

開催場所 ：8 階中央・南催事場（約 100 坪） 

出展社名 ：株式会社 鞄工作社いたがき/エールック株式会社/株式会社 KAZINO leather 

works/株式会社 喜市/株式会社 Spica Products/ chi.wata/株式会社 DIECI-

LABO/株式会社 ティックワールド/有限会社 中澤/株式会社 ハートビート/

株式会社 パーリィー/株式会社 三竹産業/レリップ株式会社（計 13 社） 

 

 

 

 

 

【開催中止の経緯】 

トキハ百貨店との連携事業では、8 階中央・南催事場（約 100 坪）を拠点に、令和 2 年 5

月 7 日（木）～5 月 12 日（火）までの 6 日間、日本革市事業を開催する予定で準備を進め

ていたが、緊急事態宣言の発令に伴い、トキハ百貨店で開催を予定していた多くの催事の中

止が決定した。 

日本革市と併催を予定していた四国物産展の中止が決定し、来場者が大幅に減少する見

込みがあることから、百貨店担当者より下半期に再度日程調整を行うことをご提案された。 

日本タンナーズ協会様の検討会にて上記提案をご相談し、中止が決定された。 

 

   

   

  

会場レイアウト
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3.1.2. うすい百貨店とのコラボイベント事業（開催中止） 

 

開催期間 ：令和 2 年 5 月 20 日（木）～6 月 2 日（火）14 日間 

開催場所 ：1 階中央ホール（約 30 坪） 

出展社名 ：【前半 6 社】株式会社 KAZINO leather works /株式会社 京でん/有限会社 清

川商店/株式会社 DIECI-LABO/有限会社 中澤/株式会社 パーリィー  

【後半 6 社】株式会社 鞄工作社いたがき/エールック株式会社/株式会社 Spica 

Products/株式会社 ハートビート/株式会社 三竹産業/レリップ株式会社 

（計 12 社） 

 

  
 

 

 

【開催中止の経緯】 

うすい百貨店との連携事業では、1 階中央ホール（約 30 坪）を拠点に、令和 2 年 5 月 20

日（木）～6 月 2 日（火）までの 14 日間、日本革市事業を開催する予定で準備を進めてい

たが、緊急事態宣言の期間延長に伴い、百貨店担当者と開催可否について検討を重ねた。百

貨店担当者は、日本タンナーズ協会様のご判断を尊重するとしながらも、感染予防のための

対策を徹底し予定通りの開催を熱望されていた。 

その後百貨店担当者より北海道物産展中止の連絡が入ったのを受けて、日本タンナーズ

協会様にご報告し、開催を中止するとのご判断をいただいた。 

    

前半 後半
会場レイアウト
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3.1.3. エキュート東京とのコラボイベント事業（開催中止） 

 

開催期間 ：令和 2 年 7 月 13 日（月）～7 月 26 日（日）14 日間 

開催場所 ：東京駅構内 1 階イベントスペース粋（イキスイ）（約 15 坪）および臨時売店

スペース 

出展社名 ：【前半 3 社】有限会社アトリエフォルマーレ/株式会社 KAZINO leather works/

株式会社 Charis Plus 

【後半 3 社】エールック株式会社/株式会社 京でん/株式会社 三竹産業（計 6 社） 

 

  

 

 

 

【開催中止の経緯】 

エキュート東京との連携事業では、東京駅構内 1 階イベントスペース粋（イキスイ）（約

15 坪）および臨時売店スペースを拠点に、令和 2 年 7 月 13 日（月）～7 月 26 日（日）ま

で 14 日間、日本革市事業を開催する予定で準備を進めていた。 

それまで落ち着きをみせていた東京都内のコロナ感染者数が、7 月 9 日（木）224 名、10

日（金）243 名と 2 日間連続で過去最多を記録したのと同時に、7 月 9 日に西村経済再生担

当大臣より、イベント開催における感染防止対策として、来場者の検温、ソーシャルディス

タンスの確保など、感染防止のためのガイドラインの順守によって感染拡大の防止が強く

求められることとなった。エキュート東京担当者との間で、来場者誘導及び対策について協

議を重ねたが、不特定の人が多数往来するエキュート東京イキスイにおいて、来場者の検温

やソーシャルディスタンスを確保することは難しく、日本タンナーズ協会様ともご相談の

結果、感染者数が急激に拡大している中での「日本革市」としての開催は断念せざるを得な

いという判断に至った。 

粋スペース 臨時売店スペース 

会場レイアウト
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3.1.4. 高松三越とのコラボイベント事業 

 

開催期間 ：令和 2 年 8 月 25 日（火）～8 月 30 日（日）6 日間 

開催場所 ：新館 5 階催物会場（約 120 坪） 

来場者数 ：3,630 人 ※毎時 5 分間の来場者数を計測し、入場者数をカウント 

出展社名 ：有限会社 アトリエフォルマーレ/株式会社 猪瀬/エールック株式会社/株式会社

Charis Plus/ chi.wata/株式会社 ティックワールド/株式会社 DIECI-LABO/

株式会社 ハートビート/株式会社 パーリィー/株式会社 ふく江/株式会社 三

竹産業/レリップ株式会社（計 12 社） 

タンナー名：イサム製革/石井商会/大圓製革産業/協伸株式会社/株式会社 ごとう製革所/株式

会社 コンツェリア多田/株式会社 三昌/株式会社 山陽/島田製革工業所/シン

ヤ工業/株式会社 墨田キール/栃木レザー株式会社/中嶋皮革工業所/株式会社 

ニッタ/有限会社 繁栄皮革工業所/VL. ナカシマ株式会社/藤岡勇吉本店/松岡

皮革/松真化製工業/株式会社 マルヒラ/宮内産業株式会社/株式会社 モリヨシ/

湯浅皮革工業所(計 23 社） 

 

  

  

 

      

会場風景
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アンケート結果（n=340） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■自由記入項目回答（抜粋） 

 直接見ることができてこういうイベントがあるとすごく良いです。(40 代 女性) 

 毎年楽しみにしています。コロナで大変ですが、どうか続けていただけますようお願いい

たします。(40 代 女性) 

 革の説明がわかりやすい。(60 代 男性) 

 初めて来て、製品についての説明などくわしく聞くことができて非常に良かったです。(50

代 女性) 

 日本革市の Facebook を見ました。もっと宣伝して、PR 情報を見たいです。(50 代 女性) 

 毎年違ったメーカーさんが来るので楽しみですが、前回のメーカーさんも来て欲しいです。

(70 代以上 女性)  

■今回のような日本産の革をテーマとした「PR

イベント」へのご感想をお聞かせください。 

■展示の中で一番気になったものはどちらですか。

■「日本産の革」を証明するマーク（タグ）がつい

ている商品に対して安心感をえられますか。 
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3.1.5. 池袋東武とのコラボイベント事業 

 

開催期間 ：令和 2 年 9 月 24 日（木）～9 月 29 日（火）6 日間 

開催場所 ：4 階第 2 催事場（約 170 坪） 

来場者数 ：6,497 人 ※毎時 5 分間の来場者数を計測し、入場者数をカウント 

出展社名 ：有限会社 アトリエフォルマーレ/株式会社 猪瀬/エールック株式会社/株式会社 

KAZINO leather works/合同会社 ガムアママレザーズ神戸/株式会社 喜市/

有限会社 清川商店/筒井株式会社/株式会社 DIECI-LABO/株式会社 東京靴

研/有限会社 中澤/株式会社 パーリィー/藤原化工株式会社/株式会社 三竹産

業/株式会社 ラ・ジョイア/株式会社 リーブス（計 16 社） 

タンナー名：ASAO 山本/イサム製革/伊藤産業株式会社/株式会社 インペックス/浦上製革所

/株式会社 大星産業/株式会社 金田製革工業所/株式会社 キタヤ/協伸株式会

社/有限会社 コンツェリア多田/株式会社 山陽/有限会社 敷島レザー/島田製

革工業所/有限会社 新喜皮革/株式会社 墨田キール/栃木レザー株式会社/長坂

染革株式会社/中嶋皮革工業所/有限会社 繁栄皮革工業所/VL. ナカシマ株式

会社/藤岡勇吉本店/株式会社 前實/松岡皮革/松真化製工業/株式会社 マルヒラ

/宮内産業株式会社/森久工業/株式会社 モリヨシ/山口産業株式会社/株式会社 

ヤマクニ/湯浅皮革工業所(計 31 社） 

 

  

  

 会場風景
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アンケート結果（n=331） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■自由記入項目回答（抜粋） 

 新型コロナ感染拡大防止を意識した十分なスペースに、安心して革製品を見ることができ

ました。革で製作されたマスク入れ、色鮮やかなお品の数々に楽しむことができました。

日本の製品の素晴らしさを楽しめました。(50 代 女性) 

 展示方法がスタイリッシュで明るい。素材と製品の展示が新しい。もう少し実演ブースが

あると良い。(40 代 女性) 

 是非、定期的にこのようなイベントを行っていただきたいです。(60 代 男性) 

 手に取ってみたり、年数を経て変わりゆく色や質感を実際に見ると良さが分かりました。

(30 代 女性) 

 トラブルを多く抱える足にぴったりの靴が 2足も見つかってとても嬉しいです。(60 代 女

性) 

■今回のような日本産の革をテーマとした「PR

イベント」へのご感想をお聞かせください。 

■展示の中で一番気になったものはどちらですか。

■「日本産の革」を証明するマーク（タグ）がつい

ている商品に対して安心感をえられますか。 
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3.1.6. 静岡伊勢丹とのコラボイベント事業 

 

開催期間 ：令和 2 年 9 月 30 日（水）～10 月 5 日（月）6 日間 

開催場所 ：8 階プロモーションⅠ・Ⅱ（約 61 坪） 

来場者数 ：10,656 人 ※毎時 5 分間の来場者数を計測し、入場者数をカウント 

出展社名 ：有限会社  アトリエフォルマーレ /エールック株式会社 /株式会社  Spica 

Products/株式会社 ティックワールド/有限会社 中澤/株式会社 ふく江/株式

会社 三竹産業/レリップ株式会社（計 8 社） 

タンナー名：イサム製革/石井商会/株式会社 キタヤ/株式会社 三昌/有限会社 敷島レザー/株

式会社 墨田キール/大喜皮革株式会社/栃木レザー株式会社/中嶋皮革工業所/

株式会社 ニッタ/有限会社 繁栄皮革工業所/VL. ナカシマ株式会社/松真化製

工業/株式会社 マルヒラ/株式会社 モリヨシ/湯浅皮革工業所(計 16 社） 

 

 

  

  

  会場風景



 
令和 2 年度 特別対策自主事業（百貨店連携事業等） 報告書・ダイジェスト版 

-14- 

アンケート結果（n=334） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■自由記入項目回答（抜粋） 

 一度にいろいろ見ることができて良い。ネットのイベント情報が分かりやすかったです。

(20 代 女性) 

 定期的な開催を行い、革の良さを一層アピールしてほしい。(60 代 男性) 

 実際に手で触り、感触を確かめられるのは嬉しい。細かく説明を得られた。(50 代 女性) 

 日ごろ、鞄、ベルト、靴などで皮革製品を使っていますが、加工の仕方やそれによって得

られる効果については知りませんでした。価格の安い海外の製品との競争は大変かと思い

ますが、メイドインジャパンを多くの人が使ってくれるように祈っています。ガンバレ！

日本！(60 代 男性) 

 丁寧な説明もあり、非常に好感が持てました。ありがとうございました。(40 代 男性) 

 

■今回のような日本産の革をテーマとした「PR

イベント」へのご感想をお聞かせください。 

■展示の中で一番気になったものはどちらですか。 

■「日本産の革」を証明するマーク（タグ）がつい

ている商品に対して安心感をえられますか。 
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3.1.7. 新潟伊勢丹とのコラボイベント事業 

 

開催期間 ：令和 2 年 10 月 7 日（水）～10 月 15 日（木）9 日間 

開催場所 ：7 階特設会場（約 85 坪） 

来場者数 ：6,860 人 ※毎時 5 分間の来場者数を計測し、入場者数をカウント 

出展社名 ：有限会社 アトリエフォルマーレ/エールック株式会社/株式会社 KAZINO 

leather works/株式会社 Charis Plus/有限会社 清川商店/株式会社 神戸ヤマ

ヨシ/有限会社 中澤/株式会社 ハートビート/株式会社 三竹産業/株式会社 リ

ーブス（計 10 社） 

タンナー名：イサム製革/株式会社 インペックス/浦上製革所/大圓製革産業/株式会社 金田

製革所/株式会社 キタヤ/株式会社 ごとう製革所/有限会社 敷島レザー/シン

ヤ工業所/株式会社 墨田キール/栃木レザー株式会社/中嶋皮革工業所/有限会

社 繁栄皮革工業所/VL. ナカシマ株式会社/藤岡勇吉本店/松真化製工業/松本

静夫製革場/株式会社 マルヒラ/村上皮革工業所/株式会社 モリヨシ/湯浅皮革

工業所(計 21 社） 

 

  
 

  
 

  
会場風景
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アンケート結果（n=541） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■自由記入項目回答（抜粋） 

 毎年来ているので楽しみです。(60 代 女性) 

 革の見本で産地が説明してあるのが、興味深かったです。(50 代 女性) 

 前回同様生産者（職人）さんとお話しができるのが良いです。(30 代 女性) 

 皮革素材加工のこだわりについて、日本独自またはブランドならではのものを紹介しても

らいたい。(50 代 男性) 

 革の素材のビデオの映像を見させていただき、ひとりひとりの手によって革になり、ブラ

ンドの製品になるまでの段階があり、どんな製品も現場があり、人によって作られること

が分かりました。ありがとうございました。(60 代 女性) 

 気に入った素材、デザインの靴に出会って良かったです。(60 代 女性) 

 また来年も開催してほしいです。(40 代 女性) 

■今回のような日本産の革をテーマとした「PR

イベント」へのご感想をお聞かせください。 

■展示の中で一番気になったものはどちらですか。 

■「日本産の革」を証明するマーク（タグ）がつい

ている商品に対して安心感をえられますか。 
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3.1.8. 小倉井筒屋とのコラボイベント事業 

 

開催期間 ：令和 2 年 11 月 11 日（水）～11 月 17 日（火）7 日間 

開催場所 ：本館 8 階催場（約 40 坪） 

来場者数 ：10,692 人 ※毎時 5 分間の来場者数を計測し、入場者数をカウント 

出展社名 ：エールック株式会社/株式会社 KAZINO leather works/有限会社 中澤/株式会

社 ハートビート/株式会社 ふく江/株式会社 三竹産業（計 6 社） 

タンナー名：イサム製革/石井商会/大圓製革産業/株式会社 キタヤ/有限会社 敷島レザー/シ

ンヤ工業所/栃木レザー株式会社/株式会社 ニッタ/VL. ナカシマ株式会社/株

式会社 藤岡勇吉本店/株式会社 マルヒラ/株式会社 モリヨシ/湯浅皮革工業所

(計 13 社） 

 

  

  

  
    会場風景
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アンケート結果（n=444） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■自由記入項目回答（抜粋） 

 メーカーの方のこだわりを聞けるので毎年楽しみにしています。来年も開催されるようで

したらぜひ来店したいです。(30 代 女性) 

 昨年初めて来て、今年も楽しみにしていました。イメージムービーとても良かったです。

(40 代 女性) 

 年をとると皮革製品が重く感じていましたが、どんどん軽い製品が出てきて助かります。

技術が素晴らしいです。革を縫って作っている方が来られてパフォーマンスされている所

も良かったです。(60 代 女性) 

 手に取って革の暖かさと、質を見られて嬉しいです。ありがとうございました。(50 代 女

性)  

■今回のような日本産の革をテーマとした「PR イ

ベント」へのご感想をお聞かせください。 

■展示の中で一番気になったものはどちらですか。 

■「日本産の革」を証明するマーク（タグ）がつい

ている商品に対して安心感をえられますか。 
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3.1.9. そごう横浜店とのコラボイベント事業 

 

開催期間 ：令和 2 年 11 月 25 日（水）～11 月 30 日（月）6 日間 

開催場所 ：8 階催会場（約 100 坪） 

来場者数 ：4,044 人 ※毎時 5 分間の来場者数を計測し、入場者数をカウント 

出展社名 ：有限会社 清川商店/株式会社 Spica Products/chi.wata/筒井株式会社/有限会社 

中澤/株式会社 ハートビート/株式会社 パーリィー/株式会社 リーブス（計 8

社） 

タンナー名：株式会社 インペックス/浦上製革所/株式会社 金田製革所/株式会社 キタヤ/株

式会社 山陽/シンヤ工業所/大喜皮革株式会社/中嶋皮革工業所/株式会社 ニッ

タ/株式会社 藤岡勇吉本店/松真化製工業/株式会社 マルヒラ/株式会社 ヤマ

クニ(計 13 社） 

 

  

  

  
 会場風景
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アンケート結果（n=408） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■自由記入項目回答（抜粋） 

 職人さんの革への情熱が伝わってきました。(30 代 女性) 

 革が好きなので楽しかったです。作っている人が対応していると、こだわりが分かってと

てもその物自体を大切にしようと思いました。(30 代 女性) 

 国産の優良メーカーがこんなにあるとは知らなかった。もっとこういった機会が増えると

嬉しい。(50 代 女性) 

 革の製法と手触りの違いが良くわかりました。(50 代 男性) 

 いろいろな出展社の方から革のこだわりを教えていただき勉強になりました。(40 代 女

性)  

■今回のような日本産の革をテーマとした「PR イ

ベント」へのご感想をお聞かせください。 

■展示の中で一番気になったものはどちらですか。

■「日本産の革」を証明するマーク（タグ）がつい

ている商品に対して安心感をえられますか。 
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3.1.10. 福屋広島駅前店とのコラボイベント事業 

 

開催期間 ：令和 3 年 2 月 18 日（木）～2 月 23 日（火・祝）6 日間 

開催場所 ：6 階マルチの広場（約 60 坪） 

来場者数 ：5,322 人 ※毎時 5 分間の来場者数を計測し、入場者数をカウント 

出展社名 ：エールック株式会社/株式会社  KAZINO leather works/株式会社  Spica 

Products/株式会社 DIECI-LABO/株式会社 ハートビート/株式会社 三竹産

業/株式会社 リーブス/レリップ株式会社（計 8 社） 

タンナー名：イサム製革/株式会社 インペックス/有限会社 敷島レザー/島田製革工業所/シ

ンヤ工業所/大喜皮革株式会社/栃木レザー株式会社/中嶋皮革工業所/株式会社 

ニッタ/VL. ナカシマ株式会社/株式会社 藤岡勇吉本店/松岡皮革/株式会社 マ

ルヒラ/株式会社 モリヨシ/湯浅皮革工業所(計 15 社） 

 

  

  

  
  会場風景
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アンケート結果（n=475） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■自由記入項目回答（抜粋） 

 日本製の物は安心していますので、また開催をよろしくお願いいたします。楽しみにして

います。(50 代 女性) 

 実際に革の状態で拝見したのが初めてで興味をそそられました。(20 代 女性) 

 革を触ってみて、触り心地が良かった。本物の革の良さを知ることができた。(50 代 女性) 

 楽しく革の知識が知れて良かった。(20 代 男性) 

 定期的にやっていただくと楽しみになります。(50 代 女性) 

 品数が多いと良い。また、革の種類を知りたい。(50 代 女性) 

■今回のような日本産の革をテーマとした「PR イ

ベント」へのご感想をお聞かせください。 

■展示の中で一番気になったものはどちらですか。 

■「日本産の革」を証明するマーク（タグ）がつい

ている商品に対して安心感をえられますか。 
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3.2. 「日本革市」ホームページ 

「日本革市」プロジェクトの目的と国産天然皮革の魅力を持続的に訴求するため、タン

ナー様、メーカー様を取材させていただき、国産天然皮革素材から製品製造までのメイド

インジャパンの丁寧な製造現場と技術を「日本革市」ホームページ内に公開した。また、

百貨店での催事開催状況、革の基礎知識ページを更新した。 

  

 

  

▲「日本革市」トップページ ▲「日本革市」開催情報 

▲タンナーとメーカーの取組み ▲革の基礎知識
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3.3. Japan Leather Pride「日本革市」facebook ページ構築・運用 

3.3.1. Facebook ページ運用 

国産天然皮革 PR と「日本革市」開催情報をユーザーへ訴求するため、ソーシャルネッ

トワークサービス Facebook にて「Japan Leather Pride/日本革市」の運用を実施した。 

 

【Facebook 概要】 

開設  ：2019 年 4 月 11 日 

名前  ：Japan Leather Pride/日本革市 

ユーザーネーム ：@japanleatherpride 

カテゴリ ：イベント 

ページへのいいね：11,439 人（2021 年 1 月 15 日時点） 

投稿  ：87 件（2021 年 1 月 15 日時点） 

 

 

 

3.3.2. 投稿内容 

「日本革市」の開催告知や開催風景、「日本革市」Web サイトに掲載されている取材記

事を投稿した。 

【投稿例（一部）】 

  

  

▲Facebook ページトップ 

▲「日本革市」開催告知 ▲タンナー様取材記事ご紹介 
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3.3.3. 「ページへのいいね=（ファン）」の獲得について 

Facebook ページに「いいね」をしたユーザーを「ファン」という。ファンになると、

自身のニュースフィードに投稿記事が表示されるため、ユーザーは興味がある Facebook

ページへ「いいね」をして「ファン」になる。 

「日本革市」そして国産天然皮革に興味がある方へ常に情報を発信することができるた

め、ファンを増やすことは Facebook ページ運用においては重要な指標となる。 

今年度はファン 10,000 人達成した。 

 

 

3.3.4. 「日本革市」開催エリアへ向けた広告の配信 

「日本革市」開催 1～3 日前より、百貨店商圏エリアのユーザーへ向けた広告を配信し

た。Facebook だけでなく、Instagram にも広告が展開されるため、より多くのユーザー

へＰＲすることが可能。 

   
▲Facebook 

モバイルフィード広告 

▲Instagram 

フィード広告 

▲Instagram 

ストーリーズ広告 
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4. 令和 2 年度事業の総括 

「日本革市」プロジェクトは、東日本大震災被災地支援事業として平成 23 年にスタート

し、令和 2 年度で 10 年の節目となる。被災地である宮城県仙台市、岩手県盛岡市、福島県

郡山市の百貨店から始まり、過去 10 年で「日本革市」は全国 29 百貨店、海外でのマレー

シア・クアラルンプール 1 百貨店を合わせ通算 77 回、開催日数は合計 552 日実施した。本

事業にご出展頂いた出展社数は合計 834 社、PR 媒体や展示でご紹介したタンナー様は 90

社となる。 

「日本革市」プロジェクトは、国産天然皮革の魅力を生活者に届ける PR 事業であり、本

事業を通じて実施した PR 施策の累計は、新聞折り込みチラシ約 1,700 万部、ハガキ・DM

約 900 万部を配布。TVCM は 2,150 本を展開し、開催地域メディアを通じて広報すること

ができた。 

10 年間累計の来場者は約 83 万人となり、会場で回収した約 3 万件のアンケートからは、

「良い 45.2％」、「非常に良い 53.3%」の結果となり、国産天然皮革の魅力を多くの来場者

に届けることができた。 

令和 2 年度では 10 開催を予定していたが、新型コロナウイルス感染拡大による緊急事態

宣言発令と期間延長により、5 月に開催を予定していたトキハ百貨店、うすい百貨店は開催

中止となり、7 月初旬からの東京における急激な感染者拡大により東京駅構内エキュートで

の開催を中止した。 

7 月下旬に経済産業省様、日本タンナーズ協会様との協議により、本事業におけるコロナ

ウイルス感染拡大を防止するため、内閣府、厚生労働省、地方自治体、日本百貨店協会、日

本展示会協会など、関係団体のガイドラインを基に「新型コロナウイルス感染防止対策に関

する業務ガイドライン」を策定し、高松三越以降はこれに則って開催することになった。 

主な感染防止策として、百貨店入口または「日本革市」会場での来場者の検温、2 週間前

から出展関係者全員の検温を記録、混雑が想定される場合の入場規制、会場内の通路は 1.8

ｍ以上を確保、アンケートカウンターにはビニールシートの設置、全員マスク着用と手指消

毒の徹底を行うこととしている。 

高松三越、池袋東武、新潟伊勢丹、小倉井筒屋では、百貨店入館時の検温や消毒が行われ

ていたため、「日本革市」会場では注意喚起パネル設置と、混雑時に密を避ける対応に注力

したが、静岡伊勢丹、そごう横浜店、福屋広島駅前店では入館時の検温が行われないため、

「日本革市」会場をベルトパーテーションで囲い、出入口を限定し検温と消毒を行い実施し

た。 

緊急事態宣言中の開催となった福屋広島駅前店では、出展者が赴くことを中止し、開催地

域に居住する展示支援員による対応とした。 

開催地域、百貨店によってコロナ対策への意識差があり、日本革市独自のガイドラインを

遵守することで本事業からの感染者を出すことなく年度を終えられることに、関係者の皆

様へ深くお礼申し上げたい。 

 

コロナ禍において、百貨店の入館者数が前年の 7 割～8 割で推移する中、「日本革市」会
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場には年間で 47,701 名の方にご来場いただいた。 

ご来場者からは「毎年楽しみにしています。コロナで大変ですが、どうか続けていただき

ますようお願いいたします。」（高松三越）「新型コロナウイルス感染拡大防止を意識した十

分なスペースに、安心して革製品を見ることができました」（池袋東武）などのご意見をい

ただき、ガイドラインに基づいて「日本革市」が開催されたことに来場者も安心していただ

けた。出展社からも会場レイアウトにおけるソーシャルディスタンスの取り組みや、検温・

消毒対策が行われていることに安心して出展できているとのコメントを頂戴している。 

 

平成 23 年度被災地支援事業としてスタートして以降、一貫して日本産革の魅力と品質の

PR をしてきた。10 年間の事業を通じて重ねたコミュニケーションが信頼へと変わり、「日

本革市」開催百貨店、出展社、一般消費者の多くの方々から「日本革市」開催を強く望む声

をいただくまでに成長した。 

一方で本年度世界的に広がった新型コロナウイルス感染症が経済活動、延いては個々人

のライフスタイルに与えた影響は計り知れず、事業活動も新たなフェーズを迎えたと考え

ている。 

「日本革市」ではこれまで培ってきたオフラインコミュニケーションを通して、人と人が

繋がる安心感と信頼関係の基盤を年々強固にしてきた。一方で新たに社会全体が求める 

非接触やデジタルシフトへの意識変化を汲み取ったとき、オンライン環境の構築が喫緊の 

課題であり、且つ一般消費者と日本産革に関わる事業者様の目的に適うものでもあると捉

えている。「日本革市」の強みであるオフラインコミュニケーションとオンラインを融合し

た未来型スキーム構築に向けて引き続き日本タンナーズ協会プロモーション委員会皆様の

ご意見を伺い推進していかなければならない。 

 

最後に、今年度ご参加いただいた出展社の皆様に感謝するとともに、これまでに中嶋委員

長をはじめとするプロモーション委員会の皆様、日本タンナーズ協会事務局の皆様、経済産

業省の皆様にはコロナ禍の中で多くのお時間を割いていただき、委員会や「日本革市」開催

現場にご来訪、ご指導いただきましたことに深くお礼申し上げます。 

令和 3 年度も、関係者には感染症対策への理解と協力をいただきながら徹底した管理下

での運営を心掛けるとともに、経済活動を止めないことを旨に、各方面とは綿密な協議と調

整を進め、「日本革市」が関わる皆さまにとり今後も必要とされ続けるよう実行いたします。 
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5. ブランド運営委員会 

ブランド運営委員会では、国産天然皮革の認知度の向上とジャパンレザープライドタグ

の認知拡大を考え、出展メーカー協力のもと会場内の展示製品に日本革市専用タグの取り

付けを実施した。 

また、「日本革市」開催百貨店で JLP ロゴ入り PR 袋を活用することで「日本産革」のブ

ランド強化を図るとともに、JLP マークとブランディングの醸成を図り JLP ブランドの PR

を実施した。 

 

5.1. 日本革市専用タグ 

開催地 タグ配布数 

高松三越～福屋広島駅前店（計 7 回） 2,740 枚 

 

 

 

5.2. JLP ロゴ入り PR 袋の提供 

開催地 
提供数 

大 中 小 

高松三越～福屋広島駅前店（計 7 回） 832 枚 854 枚 1,054 枚 

 

 
 


